
生物的防除部会ニュース ‖o04

平成 8年 12月 15日 発行

レンテレン教授講演会開かる

去る10月 3日 、生物的防除部会 ・農薬部会の共催で、教授の議演会が農大アカデミィホー

ルにおいて開催された。会員ならびに都内、近郊の大学 ・研究所からも出席があり、参加者は7

0名 近 くに達し盛大であった。議演後、矢野摩馬の司会により、活発な質疑応答が行われ、この

議演を通して輸入天敵の安全性や品質管理について、多くの示唆が得られた また、終了後引き

続き行われた懇親会には30名 以上の出席があり、同教授を囲んで和やかな歓談の一時を持っ名

部会ニュース No.4で は本説演の要旨を掲載致 しました。また、根本幹事により来年度に開

催される予定の国際学会をご紹介頂きましたので、併せてご一読ください。

講演会のお知らせ

次回講演会をご案内申し上げます。今度は当部会の会員にお話して頂くことに致しまし亀

会長相互の忌年のない意見交換と、生物的防除の今後について活発な話し合いがあることを期待

しております。

演 題   昆 虫寄生性線虫による容虫の生物的防除

―線虫利用の考え方から防除の実用化まで一

嘉演者  SDSパ ィオテク (株) パ イオセーフプロダクツリーダー 木 下 正 次

SDS′ てィオテク (株)見 虫科学グループリーダー    山 中  聡

平成 9年 1月 24日 (金)  午 後 3時 より

東京農大総合研究所 2階会議室

時

所

日

場
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導入天敵の安全性と品質管理

―ファン レンテレン教授講演要旨―

訳 農 業環境技術研究所 矢 野菜二

l.導 入天敵の安全性

天蔵の人為的導入については、侵人生物が

生憲的悪影響を及ぼした事例から、生態系へ

のリスクを危倶する意見もある。

確かに侵入後の野牛や物の定着率は5%で

あるのに対し、書虫防除及び熊草防除のため

に導入された見虫天滋の定着率は、それぞれ

12%及 び65%に 及ぷ。害虫相に占める侵入害

虫の割合は、アメリカ合衆国では 1.5%、 オ

ランダでは c_5%で ある。侵入害虫の種類と

しては、鞘辺寓類、半超目類及び蔭親目類が

多い。外来生物の侵入後の悪影客としては、

害虫化する恐れと土着種の絶減の恐れとが考

えられる。アメリカ合衆国では導入種の 1.4

%が 害虫化 した。また種の絶滅に関しては、

長入生物の影響が結食や生息環境の変化とと

もに主要な原因と考えられている。オランダ

ヘの生物の侵入事例では、温室が最も侵入し

易く、森林がそれに次ぎ、果樹が最も侵入し

にくい。温室栽結の侵入害虫としては、ハモ

グリ′て工類がよく知られており、オンシッツ

ヤコパチ等を利用した既存の生物的防除の経

続が困難となった 北米への侵入害虫の例と

しては、森林害虫のマイマイガがよく知られ

ている。ヨーロッパヘの侵入害虫の例として

は、北米原産のコロラドハムシが有名である

が、侵入に際し、野生植物からジャガイモヘ

の食性の変化が見られた。原産地では害虫で

はない食植性昆虫が、侵入後重要害虫となる

こともよくある。このような場合、定着後の

絶減は困難であり、原産地からの天敵の導入

は有効な防除手段となる可能性がある。アメ

リカ合衆国の研究者が、広食性、単位為生殖

等、侵入害虫の生物的特性について論 じてい

るが、例外が多く一般化は困難である。生物

の侵入問題としては、以上のように、1)定着

後の絶渡が困難である、2)検疫が不十分であ

る、3)生物的防除が困難となる、4)同定の問

題、等が考えられる。

一般に外来侵入害虫の防除手段として、そ

の原産地からの外来天激の導入は、有効な手

段の一つと考えられている。 (例えば外来の

カイガラムシに対する導入天敵の利用)。 し

かし、温室害虫に対する天敵利用を考えた場

合、外来害虫に対する土着天蔵の利用 (マメ

ハモグリパエに対する土着寄生蜂 力物物レ

ゴル/ケ/務 の利用)、 土着天敵に対する導入

天歳の利用 (ナミハダニに対するテリカプリ

ダこの利用、1993年の世界におけるチリカプ

リダニの施用面積は &000学 に及んでいる。

)も 成功 している。導入天敵の悪影客として

は、侵入害虫と同様に、害虫化する恐れと土

着種の絶滅の恐れに加えて、すでに定着した

外来天敵に置き換わる可能性が考えられる。

導入天敵で生態系へ悪影響を与えた事例とし

ては、魚類等の大型広食性天敵 (パス、蚊を

補食する魚)、 補食性のカタツムリ (ハワイ

ヘアフリカマイマイの防除に導入され、土着

の希少種のカタツムリを絶まさせ名 )、 ア

フリカで野外採実されヨーロッパで生物農薬

として販売されていたテントウムシに二次寄

生者や成虫が寄生 していた事例等があげられ
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る。また、ラテンアメリカからキャッサバコ

ナカイガラの防除にアフリカに導入されたテ

ントウムシが同じく導入された寄生蜂を殺し

てしまった事例も報告されている。天敵の導

入に際しては、一種の有効な天敵を導入する

ことが肝要であり、広食性の捕食者や二次寄

生者の導入には注意しなければならない。寄

生者の中には、一次寄生者と二次寄生者の両

方の寄生を行う随意的二次奇生もよく見られ

るので注意が必要である。例えばコナジラミ

に寄生するツヤコバチの一種 Encaなわ 〃ダ
ー

3randiル の性はコナジラミに対する一次寄

生で生じるが、雄はヨナジラミに寄生したオ

ンシツツヤコバチの二次寄生者として生じる。

生物農薬的に広く利用されている ″ノあ後グ
ー

物%属 の卵寄生蜂は広食性寄生者であるが、

生態系へのリスクの一つである希少種の昆虫

を攻撃する可能性については、室内における

寄主選択試験で評価することができる。導入

天敵利用のリスクは、そのリスクとベネフィ

ット (有益さ)と のバランスを考慮する必要

がある。天敵利用により、持続性のある環境

に優しい農業生産が可能になり、生物の多様

性が増大し、環境がより緑豊かなものとなる。

農家にとってあまり好ましい作業ではない薬

剤散布をする必要が無くなるのは大きなメリ

ットであろう。天敵は野外において害虫が大

発生するのを抑制する働きを果たしている。

例えば、イセリヤカイガラムシはベダリアテ

ントウにより大発生が抑制されたが、 DDT

の散布によリテントウムシが急激に減少した

結果、再び大発生 (リサージェンス)し たこ

とが知られている。天敵利用のリスク評価と

しては、 1)分 類学的位置づけ、 2)二 次寄

生者の有無、 3)寄 生特異性、 4)非 標的生

物への影響、 5)放 飼される生態系 (例えば

温室か、野外かで評価が異なる)が 考えられ

る。リスク評価は 1～ 2年 で完了させなけれ

ばならない。それ以上の遅延は生物的防除の

実施の阻害となる。リスク評価のための ドシ

エを準備し、試験の重複は避けなければなら

ない。

昆虫天敵 (捕食性ダニを含む)の 輸入につ

いては、イギリス、 ドイツ、デンマーク等で

は既存の法律で規制されている。他のEU諸国

では今のところ規制はない。EUで昆虫天敵に

農薬登録が必要な国は、スウェーデン、オー

ストリア、スイスである。微生物天敵の輸入

はEU全体で規制されている。これらの規制の

もとに、EUでは花を加害するハスモンヨトウ

の近縁種の防除に利用されるパキュロウイル

スの安全性が検討された。EUでは、政策的に

農薬の施用量を削減する動向が強まっており

混作、物理的防除等の非薬剤防除の研究も推

進されている。

結論として、侵入害虫は検疫で阻止される

べきであるが、侵入後、一度定着してしまえ

ば絶滅は困難である。侵入害虫は土着天敵の

利用で防除することも場合によっては可能で

あるし、外来天敵の導入も有効な手段である

しかも天散の利用は安全であると判断できる

のが普通である。

‖.品 質管理

品質管理は種々の側面があるが。製剤の仕

方も品質に影響する。オンシツツヤコパチの

マミーを紙に張り付け、製剤化した際には、

粘着剤の種類や厚さが羽化率に影響した。 し
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かし現在行われている品質管理の研究は天敵

製剤の生産物の品質管理 (prOduct control)

が中心である。

EUにおいては、20種の実用化されている天

敵について品質管理が行われている。主とし

て室内試験による品質評価により野外又は温

室における安定した効果を保証しようとする

ものである。[Uでは25の天敵生産業者が集ま

り、 10BC(病 害虫雑草の生物的防除及び

総合防除に関する国際機関)内 に品質管理の

グループを結成し、定期的に会合を行つて、

生産物としての天敵農薬の品質保証システム

(certification system)をつくろうとしてい

る。これは登録制度ではない。生産物として

の天敵の品質管理の項目としては、 1)数 量

及び羽化率 (オンシツツヤコバチのようにマ

ミーで販売する場合)、 2)性 比、 3)成 虫

の大きさ、 4)産 卵数、等がこれまで検討さ

れ、天敵別に品質管理のためのガイドライン

が設けられている。オンシツツヤコパチにつ

いては、現在飛翔能力の品質管理試験が進め

られている。円筒を利用した短ユ巨離、長ユ巨離

飛翔試験、風洞試験及び温室内における放飼

試験で飛翔能力が測定されている。円筒を利

用した短距離飛翔能力試験では、円筒の上面

に粘着剤て飛翔により到連したオンシツツヤ

コパチを捕獲できるようにしておき、底面に

マミーを紙に張り付けた製剤 (マミーカード

を置いて、羽化してくる成虫の一定時間後

の羽化数と捕獲数の関係から飛翔能力を測定

する。この装置でオンシツツヤコバチの飛翔

に及ぼす温度の影響やマミーカードの低温貯

蔵期間の影響が調べられた。オンシツツヤヨ

パチは20℃以上でないと、ほとんど飛翔しな

いことがわかった。

平成9年(1997)開催予定国際学会
6 8 」anuary 4TH INTERNAT10NAL CONFERENCE

ON PESTS iN AGRiCULTUR[。  Montpellier,

FRANCE. AmOng several plenary sessions

wili be "lntegrated Pest ManagementiFrom

the Crower to the Consumer ―― Facts and

Prospects ,  " feattlring speakers  and a

roundtable discussiOn. Other specialized

sessions  wili  cover  a broad range of

pest management topics, Contact : ANPP,

6 Blvd. de la Bastille, F-75012 Paris,

FRANCE, Fax: 33-1-43-442-919.   Phone: 3

3 1 43-448-964.

2-6 February * ‖EED SCl[NCE SOCIETY OF

AMERiCA ANNUAL MEETING, Oriando, FL USA.

Contact : WSSA,  1508 ‖. University Ave.,

Champaign,  lL 61821-3133, USA.  Phone: 1

217 352-4212.

6-7 February tt  MANAGlNG ‖EEDS iN HORTI

CULTURAL CROPS NAT10NAと  WORKSHOP,Ciarion

Plaza Hotet, Oriando, Fと , USA. Contact :

American Soc. for Hort. Sci.,600 CamerOn

Street, Alexandriaャ VA 22314-2562, USA.

E一mail:〈 meetingsOashs.org〉.Fax: 1-703 8)

36 2024.

2-7 March  16TH ANNUAL CONGRESSO BRASiL

EIRO DE ENTOMOLOGIA,  Salvador,  Bahia,

BRAZiL Contact:A. Nascimento, President

CBE97/EMBRAPA―CNPMF, Cx. Posta1 07, CEP
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44380-000, Cruz das Almatt BA BRAZIに

E―maili くCBE970cnpmf.embrapa.br〉.

1l to 13 ‖ら「ch  THE COMMERCtALiZAT10N OF

TRANSGENiC CROPS:RiSに  BENEFIT AND TRADE

CONSiDERAT10NSe Canberraヒ  AUSTRALI代  Aim

:To make a balanced assessment Of issues

that are no■  perceived to be critical to

the progress of transgenic ptant proiect

Con〔act : L 6ibb、  Cooperative Research

Center fOr Plant Science,  GP0 8ox 475,

Canberra ACT 2601. AuSTRALiA.  E― mati :

く「la rk.gibbsOpis csiro.au〉. Fax: 61-6-246-

5000_ Phone: 61-6-246-5455.

13-18 April 手  lNTEGRATED PEST MANAGEltENT

IN HORTICuLTURAL CROPtt an international

symposiuL Agadir, MOROCCO. Oral and pO―

ster presentatiOns related to inteOrated

control of pests Of horticuitural cropミ

ptus post―sympOsiuln tOu rs, Contact : ln―

stitut Agrononique et Veterinaire Hassan

ll. BP 18/ミ  Agadir, MOROCCq  Fax: 212-

824-2243. Phone: 212-824-1006_

14-16 April キ RESiSTANCE ‐97, INTEGRATED

APPROACH TO COMBATTING RESiSTANCi spon―

sored by lACR Rothamsted U.K. Third in

a series of international conferences to

review progress in addressing pesticide

resistance. Contact:B.P.S. Khambay,  lACR

Rothamstet Harpende■  Hertfordshire AL5

2」α U.( E― mail: ,8HUPINDER KHAMBAYObbs

rc.ac.uk〉. Fax: 44-1582-760981.

21 April-16 May 4th iNTERNAT10NAL TRAIN―

lNG COURSE ON 810LOGiCAL CONTROL OF ART―

HROP00 PESTS & 柑EEDS, AscOt,U.K. Contact

i S. Williamsonし  internatiOnat institute

of Blologicat Control, Sitwood Park, As―

cot, 8erks SL5 7TA, U.K. E― mail: くS.将ILL

iAMSONOcabi.o「g〉. Fax: 44-1344-875007.

Phonei 44-1344-872999.

6 May 辛 49TH INTERNAT10NAL SYMPOSIUM ON

CROP PROTECT10性  Univ. of 6ent, 8Eと GIUL

ContactiL Tirry, Faculty of Agricuitural

and Applied Blological Sciences, Coupure

Links 65■  8-9000 Gent, 8ELGIUtt Phone:

32-0-9-264-6152 Faxi 32-0-9-264-6239.

29-31 May    lNTERNAT10NAL SYMPOSiU‖  ON

ACREMONIUM/GRASS iN「 ERACT10NS, Atlanta,

GA uStt  contact : N.S. Hitt, Dept. Of

Agronomy, Univ. of Geo「 gia, Athens, GA

uSA.

22-26 」une = 10TH EUROPEAN WEED RESEARCH

SOCi glY SYMPOSlUtt  Pozna■   POLAND.  in―

ciudes wOrskshops,  posters,  and  field

excursiOns, Con〔 act: EIRS Symposium '9■

c/o 88A inst.f.unkrautfo「 schunc Messeweg

ll-12 D-38104 Braunschwe19 GERMANY,Fax

:49-531-299÷3010,  Phone: 49-531-299-390

3.

20-23 」uty    SOCiglY  OF  NEMATOLOGiSTS

にETINQ Tucso、  Att USA.
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9-13 August tt AMERiCAN PHYTOPATHOLOGiCAL

SOClglY ANNUAL MEETINQ  Rochester,  NY.

USA. COntact: APミ  3340 Pilot Knob Road

St, Paul. m 55121-2097. USA. Fax: 1-612

-454-0766_ E―mail: くZZZ68820vzt cis.ulm.e

du).  Phone: 1-612-454-7250.

(no date) september 導  16TH ASiAN― PACiFiC

rLLD SCtENCE SOCIErrY CONFERENCEI Kuala―

Lumpu r, MALAYSi代  Contact : B.比  Bakar,

8otany Dept。 ,  Univ. of MLlav■   59100,

Kuala Lmpur, MALAYSiA. E― mail: くBAK10bo

tany.uR edЦ  my〉.  Fax : 60-3-753-417&

Phone: 60-3-759-4351.

7-11 0ctober  7TH lド コERNAT10NAL VERTICi…

LLIUM SYMPOSi阻  Cape Sounio、   GRttC巳

Contact: R`C、  Rowe, Dept. 6f Piant Path字

o10gy, ohiO State univ.ゥ  将00ster, OH 446

91, USA. E―mail: くRO▼巳40osu.edu〉. Fax:

1-216-263-3841.

(R)[date co「rected]10-15 0ctober

旧iCR081AL CONTROL OF PESTS iN SuSTA!NAB―

LE AGRiCuLTuR亀 Royai Veterinary and Agr一

icuttural univ.,  Copenhage、   卿    【

Contact: 」. EilenbergP Dent. 。 f Ecology

and 旧olecutar Biology, Royal Veterinary

and Agricultural Univ., Thorvaldsensvej

40,  DK-1871  Frederiksberg.  DEMARK.

E―mail: くPer.DangaardOocol.kvi.dk>. Fax:

45-35-282670.    Phonei 45-35-282660.

CONFERENCE 1997. BrightOrL UK. Contact :

D.V. Alford ADAS, 8rooklands Ave., Cam―

bridge CB2 2BL U.K. Fax: 44-1223-455624

Phone: 44～1223-455857.

13-18 December i  ENTOMOとOGiCAL SOCiETY

OF AMERiCA ANNUAL EgrlNにt Opryland Na―

shville, TL uSA.  Contact i ESヽ  9301

Annapolis Rと, Suite 300, Lanha■ R0 207

06, USA E―mail:〈 PUBINF00entsoc.org〉.

Fax: 1-301-731-453& Phone: 1-301-731-45

35.
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17-20 November  BRlGHTON CROP PROTECT10N


